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１ はじめに 

課題研究のテーマとして校内整備を行う中

で、私たちは進路指導室の事務空間に着目し、

事務作業効率の向上を目指しました。 

２ 概要 

実際に自分たちの課題研究作品を何にする

かを考えていたときに、事務机の空間を広げる

棚を作ってほしいと先生から要望があったの

で、僕たちはその要望に応えようと思い、進路

指導室の事務机に本棚を作ることにしました。 

３ 調査・検討 

１）製作品の調査 

・製作品に対する要望を聞き、パソコンを

使うので本棚の下にコードを通す隙間を

空けて欲しいという要望にあわせ、事務

空間を広げパソコンが入るようサイズを

考えて製作することにしました。 

２）設置場所の計測 

・進路指導室に行き、事務机の大きさとパ

ソコンのサイズを実測しました。 

３）パソコンのスペースの検討 

・パソコンを広げたときに余裕ができるよ

う本棚の大きさを検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 製作品の図面作成 

検討したことをもとに、姿図、部品図を描き、

使用する材料の最も有効に利用できるサイズ

を検討し修正をかけて、最終的な製作品寸法と

積算図面を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 作品製作 

１）必要な板材の切り出し 

図面をもとに板材を必要なサイズにパネ

ルソーで切り出しました。 

 

 

 

 

 

２）板材の組み立て 

板材を木工用ボンド、釘やスクリュー釘

等で組み立てて接合しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）仕上げ 

組み立て後、サンドペーパーを用いて面

取りや表面の研磨し上げをしました。さら

に、ペイント仕上げ塗装としてニス塗りを

行うことでさらなる品質向上を目指した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ まとめ、 

 義務空間を広げるというテーマで要望にそ

ったオーダーメイドの本棚が無事完成するこ

とができ、さらに当初計画した位置にぴったり

と収まりとても満足できるものとなった。今回

のことで、出来た作品の完成度も大切だが、そ

れよりも計画から調査・検討・製作図の過程を

しっかりと行うことが大切であると言うこと

が解った。 

７ 感想 

 課題研究を通して木材加工の技術や調査･検

討･製作図の重要さ、製作品の更なる品質向上

ため細かい部分への気配りの大切さなど、多く

のことを学ぶことができとても良かったです。

ここで得た経験を生かして、今後の生活や社会

に出てからの自身のスキルアップに繋げてい

きたいと思いました。 

 

 

 


